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1. Introduction

図 1 左図：LMC 全面における H i ガス分布右図：N159 の分子雲フィラメント

宇宙には、大質量星（8太陽質量以上）が存在し、強
力な紫外線や超新星爆発を通じて周囲の環境に大きな
影響を与える。そのため、大質量星形成過程を理解す
ることは、宇宙の進化を解明する上で必要不可欠であ
る。通常の星形成は分子雲（高密度の水素ガス）が自
己重力で圧縮されることで起こるが、このメカニズム
だけでは大質量星形成を十分に説明できない。近年の
研究では、星間ガスの衝突が分子雲を圧縮し、大質量
星形成を引き起こす可能性が示されている。大マゼラ
ン雲（LMC）では、小マゼラン雲（SMC）との相互
作用で発生した水素原子ガス雲の衝突（H i collision）が、銀河内のガスを圧縮し、活発な星形成を誘発し
ていると考えられている（Fukui+17）。例えば、LMCで最も星形成が活発な領域の一つである N159では、
ALMA望遠鏡を用いた観測により、V字型のフィラメント状分子雲が確認された（Tokuda+19, Fukui+19）。
これらのフィラメントは 50pc以上離れているにもかかわらず似た形状を持ち、星形成が進行している部分も
一致していた。また、その向きが H i collisionの方向と一致していることから、大規模なガス衝突がこれら
の分子雲形成と星形成を引き起こした可能性が示唆されている。しかし、この星形成シナリオはまだ十分な
観測的検証がされておらず、本研究では LMCの他の活発な星形成領域（N11, N44, N79）を観測し、このシ
ナリオの普遍性や多様性を調査する。
2. Observation

図 2 ALMA で分解された N11,N44,N79 の分子雲構造
(12CO(J=2-1) Peak T Map)

　本研究では ALMA ACA のバ
ンド 6(211～275 GHz) で観測を
行い、出力されたデータを用いて
解析を行った。本観測では、N159

同様な分子雲フィラメント構造
をより広い範囲で発見するため
に、7m,TP(Total Powor) array

を用いたサーベイ観測を実施し
た。Wong+11 による MAGMA

projectのMopra望遠鏡で得られ
た LMCの CO全面観測データを参照し N11,N44,N79においてそれぞれ 4領域以上の SG(Science Goal)を
選定した。角度分解能は 1.6pc(7arcsec)を達成しており、観測輝線は 12CO,13CO,C18O(J=2-1)である。本
研究では 12CO(J=2-1)に着目した解析結果を紹介する。



3. Results

図 3 速度分散ヒストグラム

　 3領域間を 12CO(J=2-1)輝線観測により得られた分子雲の
物理的特徴の比較研究結果と N44で見られた特徴的なフィラ
メント状分子雲の解析結果について報告する。
　これら 3領域の分子雲において乱流度を示す速度分散の比
較を実施した。比較の結果, N44＞ N11＞ N79と速度分散が
大きい分子雲を多く有していることが判明した。これは N44

で他２領域よりも H i collisionなどのガス衝突が分子雲の乱
流度に影響を及ぼしている可能性を示している。この結果を
踏まえて、N44により着目した解析を紹介する。

図 4 左図：N44NW の分子雲構造右図：Filfinder によるフィラメント同定結果

　 N44の北西領域 (N44NW)において５つ以上の顕著な分子
雲のフィラメント構造が確認できた。領域内で原始星が誕生し
ている分子雲はフィラメントの天球面上の角度は概ね一致して
おり、それらの分子雲はガス衝突による動的圧縮を受けてか重
力的な束縛が強いという結果が得られた。構造同定アルゴリズ
ム (Filfinder, Koch+15)を用いてフィラメント構造を同定し、
フィラメント状分子雲とそこで誕生している原始星の空間分
布を調べてみると、N159と非常に似た分布が見られ、さらに
N159同様フィラメント間の距離も最大 50pc以上離れている
ため、LMCで考えられる星形成シナリオの妥当性を後押しす
る結果を示している。
4. Discussion

図 5 左図：N44NW 内の大質量星の固有運動 (赤矢印 GA)右図：Tokuda,Fukui らによる LMC の星形成シナリオ

　N44NWにおいてフィラメントの指向性を議論する
べく、位置天文衛星 Gaiaのデータを用いて領域内の
大質量星の固有運動を調べた (図 5 赤矢印)。これに
よって領域内の大質量星の運動とフィラメントの指向
性が一致していることがわかった。この結果から H i

collisionのような大規模現象がN44内でガス衝突を起
こし、複複数の分子雲でフィラメント状分子雲を伴っ
た大質量星形成を誘発させているというシナリオを提
案する。
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